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(57)【要約】
【課題】
　複数の支脚同士を連結体で連結して天板を支持するテ
ーブルにおいて、天板下の空間を広く確保し、使用者の
足と可能な限り干渉しないような支脚形状とし、支脚に
配線機能を備えさせ、コード類を床面から支脚を通して
天板下へ配線することを可能とするテーブルの脚配線装
置を提供する。
【解決手段】
　支脚１は、中間支脚４の上下端部からそれぞれ同じ側
に延設し、下向き傾斜した下支脚５と上向き傾斜した上
支脚６とを有し、下支脚の先端部に床面に接地する接地
部７を設け、上支脚の先端部に天板を連結する支持部８
を設け、中間支脚の背面側に沿ってコード類を配線する
縦溝１２を形成し、縦溝の上下中間部に連結体を構成す
る連結アーム９の基端部９Ａを、縦溝を遮断することな
く埋没状態で連結し、連結アームを境に上下部に縦溝を
覆うように上脚カバー１３と下脚カバー１４を着脱可能
に取付けた。
【選択図】　　　　図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の支脚同士を連結体で連結して天板を支持するテーブルにおいて、前記支脚は、上
下方向に延びた中間支脚の下端から側方へ延びた下向き傾斜した下支脚を有し、該下支脚
の先端部に設けた接地部で床面に接地し、前記に沿ってコード類を配線する縦溝を形成し
、前記中間支脚に前記縦溝の全部又は一部を残して覆うようにカバーを設けたことを特徴
とするテーブルの脚配線装置。
【請求項２】
　複数の支脚同士を連結体で連結して天板を支持するテーブルにおいて、前記支脚は、中
間支脚の上下端部からそれぞれ同じ側に延設し、下向き傾斜した下支脚と上向き傾斜した
上支脚とを有し、前記下支脚の先端部に床面に接地する接地部を設けるとともに、前記上
支脚の先端部に前記天板を連結する支持部を設け、前記中間支脚の背面側に沿ってコード
類を配線する縦溝を形成し、該縦溝の上下中間部に前記連結体を構成する連結アームの基
端部を、該縦溝を遮断することなく埋没状態で連結するとともに、該連結アームを境に上
下部に前記縦溝を覆うように上脚カバーと下脚カバーを着脱可能に取付けたことを特徴と
するテーブルの脚配線装置。
【請求項３】
　前記縦溝の上下中間部に横幅の広い取付溝部を形成し、該取付溝部の内部に前記連結ア
ームの基端部を取付けて該連結アームのアーム部を前記中間支脚の背面の中心部に位置さ
せ、該アーム部の側方に縦溝の迂回部を形成してなる請求項２記載のテーブルの脚配線装
置。
【請求項４】
　前記縦溝は前記中間支脚の上下全長に渡って形成するとともに、前記中間支脚の上下端
部を除く背面側で前記縦溝の両側に凹部を形成し、該凹部に前記上脚カバーと下脚カバー
を嵌合して前記中間支脚の外面と滑らかに連続させてなる請求項２又は３記載のテーブル
の脚配線装置。
【請求項５】
　前記上脚カバーの下端と前記下脚カバーの上端に前記連結アームのアーム部を受け入れ
る切欠部を形成し、前記上脚カバーの下縁表面側に沿って凹段部を形成するとともに、前
記下脚カバーの上縁に沿って前記凹段部に嵌合する薄肉部を形成し、そして前記上脚カバ
ーの上端部裏面に突設した上向き係止爪を前記縦溝内に設けた上係止部に係止する一方、
前記下脚カバーの下端部裏面に突設した下向き係止爪を前記縦溝内に設けた下係止部に係
止するとともに、前記上脚カバーの凹段部の上に下脚カバーの薄肉部が嵌合した状態で、
前記下脚カバーの上端部裏面に突設した弾性係合爪を前記アーム部の基部に設けた係合部
に弾性係合して保持してなる請求項２～４何れか１項に記載のテーブルの脚配線装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、天板を支持する脚に配線機能を持たせたテーブルの脚配線装置に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、アルミダイカスト製の支脚を複数対用い、それらを連結体で連結して脚装置
を形成し、それに天板を載置して取付けてテーブルを構成する構造のものは各種提供され
ている。
【０００３】
　特許文献１には、下部の内面及び下面に螺孔が形成された略垂直棒状の中間支脚、並び
に、該中間支脚の上部から上外方へ延び、上端に天板を受ける受座が取付けられる棒状の
上支脚、及び、該中間支脚の下部から下外方へ延びて接地する棒状の下支脚を一体形成し
てなる支脚の２個に、これらの前記螺孔を用いて、一体に形成又は複数の部品を連結して
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形成された支脚間連結体を取付けて支脚対とし、該支脚対を複数配設すると共に、前記支
脚間連結体にビーム連結部を設けて該ビーム連結部間を支脚対間連結ビームにより連結し
てなるテーブル用脚装置が記載されている。
【０００４】
　この特許文献１に記載の支脚は、該支脚の高さの略半分に相当する垂直な中間支脚の下
端から下支脚が床面に向けて傾斜して延びている。前記下支脚は、床面に対して約５０度
の角度に立ち上がった形状となっているため、天板下の空間で下支脚を越えて足を移動さ
せることは困難である。また、特許文献１に記載の支脚には配線機能が備わってないので
、床面から引き出したコード類を天板上に配線する場合、コード類は天板の縁部から垂れ
下がった状態に配線せざるを得ず、それでは外観性を大きく損なうことになる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特許第４４５７８５１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　そこで、本発明が前述の状況に鑑み、解決しようとするところは、複数の支脚同士を連
結体で連結して天板を支持するテーブルにおいて、天板下の空間を広く確保するとともに
、使用者の足と可能な限り干渉しないような支脚形状とし、しかも該支脚に配線機能を備
えさせて、コード類を床面から支脚を通して天板下へ配線することを可能とするテーブル
の脚配線装置を提供する点にある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、前述の課題解決のために、複数の支脚同士を連結体で連結して天板を支持す
るテーブルにおいて、前記支脚は、上下方向に延びた中間支脚の下端から側方へ延びた下
向き傾斜した下支脚を有し、該下支脚の先端部に設けた接地部で床面に接地し、前記に沿
ってコード類を配線する縦溝を形成し、前記中間支脚に前記縦溝の全部又は一部を残して
覆うようにカバーを設けたことを特徴とするテーブルの脚配線装置を構成した（請求項１
）。
【０００８】
　また本発明は、前述の課題解決のために、複数の支脚同士を連結体で連結して天板を支
持するテーブルにおいて、前記支脚は、中間支脚の上下端部からそれぞれ同じ側に延設し
、下向き傾斜した下支脚と上向き傾斜した上支脚とを有し、前記下支脚の先端部に床面に
接地する接地部を設けるとともに、前記上支脚の先端部に前記天板を連結する支持部を設
け、前記中間支脚の背面側に沿ってコード類を配線する縦溝を形成し、該縦溝の上下中間
部に前記連結体を構成する連結アームの基端部を、該縦溝を遮断することなく埋没状態で
連結するとともに、該連結アームを境に上下部に前記縦溝を覆うように上脚カバーと下脚
カバーを着脱可能に取付けたことを特徴とするテーブルの脚配線装置を構成した（請求項
２）。
【０００９】
　ここで、前記縦溝の上下中間部に横幅の広い取付溝部を形成し、該取付溝部の内部に前
記連結アームの基端部を取付けて該連結アームのアーム部を前記中間支脚の背面の中心部
に位置させ、該アーム部の側方に縦溝の迂回部を形成してなることが好ましい（請求項３
）。
【００１０】
　そして、前記縦溝は前記中間支脚の上下全長に渡って形成するとともに、前記中間支脚
の上下端部を除く背面側で前記縦溝の両側に凹部を形成し、該凹部に前記上脚カバーと下
脚カバーを嵌合して前記中間支脚の外面と滑らかに連続させてなることも好ましい（請求
項４）。
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【００１１】
　具体的には、前記上脚カバーの下端と前記下脚カバーの上端に前記連結アームのアーム
部を受け入れる切欠部を形成し、前記上脚カバーの下縁表面側に沿って凹段部を形成する
とともに、前記下脚カバーの上縁に沿って前記凹段部に嵌合する薄肉部を形成し、そして
前記上脚カバーの上端部裏面に突設した上向き係止爪を前記縦溝内に設けた上係止部に係
止する一方、前記下脚カバーの下端部裏面に突設した下向き係止爪を前記縦溝内に設けた
下係止部に係止するとともに、前記上脚カバーの凹段部の上に下脚カバーの薄肉部が嵌合
した状態で、前記下脚カバーの上端部裏面に突設した弾性係合爪を前記アーム部の基部に
設けた係合部に弾性係合して保持してなることが好ましい（請求項５）。
【発明の効果】
【００１２】
　以上にしてなる請求項１に係る発明のテーブルの脚配線装置は、複数の支脚同士を連結
体で連結して天板を支持するテーブルにおいて、前記支脚は、上下方向に延びた中間支脚
の下端から側方へ延びた下向き傾斜した下支脚を有し、該下支脚の先端部に設けた接地部
で床面に接地し、前記に沿ってコード類を配線する縦溝を形成し、前記中間支脚に前記縦
溝の全部又は一部を残して覆うようにカバーを設けたので、カバーを外した状態で、床面
から引き出した電源コードや通信コード等のコード類を中間支脚の縦溝内に通して天板下
まで配線することができ、そしてカバーを中間支脚に取付ければ、コード類は縦溝ととも
に隠蔽されるので外観性に優れる。また、中間支脚の下端と床面との間に空間があるので
、床面の最も近い引出口からコード類を引き出して中間支脚の下端まで下支脚に邪魔され
ることなく引き回すことができ、それからコード類を中間支脚の下端から縦溝内に導くこ
とができる。また、中間支脚が後退した位置にあるので、天板下方の足入れ空間が広くな
り、またテーブルの前に着座したままで使用者の足が下向き傾斜した下支脚の上を左右方
向に通過でき、またつま先が下支脚の後部下方に侵入でき、使用者の足の置き位置及び足
の動作に対する干渉が少なくなる。
【００１３】
　請求項２に係る発明のテーブルの脚配線装置は、複数の支脚同士を連結体で連結して天
板を支持するテーブルにおいて、前記支脚は、中間支脚の上下端部からそれぞれ同じ側に
延設し、下向き傾斜した下支脚と上向き傾斜した上支脚とを有し、前記下支脚の先端部に
床面に接地する接地部を設けるとともに、前記上支脚の先端部に前記天板を連結する支持
部を設け、前記中間支脚の背面側に沿ってコード類を配線する縦溝を形成し、該縦溝の上
下中間部に前記連結体を構成する連結アームの基端部を、該縦溝を遮断することなく埋没
状態で連結するとともに、該連結アームを境に上下部に前記縦溝を覆うように上脚カバー
と下脚カバーを着脱可能に取付けたので、上脚カバーと下脚カバーを外した状態で、床面
から引き出した電源コードや通信コード等のコード類を中間支脚の縦溝内に通して天板下
まで配線することができ、そして上脚カバーと下脚カバーを中間支脚に取付ければ、コー
ド類は縦溝とともに隠蔽されるので外観性に優れる。また、中間支脚の下端と床面との間
に空間があるので、床面の最も近い引出口からコード類を引き出して中間支脚の下端まで
下支脚に邪魔されることなく引き回すことができ、それからコード類を中間支脚の下端か
ら縦溝内に導くことができる。また、中間支脚が後退した位置にあるので、天板下方の足
入れ空間が広くなり、またテーブルの前に着座したままで使用者の足が下向き傾斜した下
支脚の上を左右方向に通過でき、またつま先が下支脚の後部下方に侵入でき、使用者の足
の置き位置及び足の動作に対する干渉が少なくなる。
【００１４】
　請求項３によれば、前記縦溝の上下中間部に横幅の広い取付溝部を形成し、該取付溝部
の内部に前記連結アームの基端部を取付けて該連結アームのアーム部を前記中間支脚の背
面の中心部に位置させ、該アーム部の側方に縦溝の迂回部を形成してなるので、複数の支
脚を連結するための連結体を構成する連結アームを中間支脚の背面中心部に取付けても縦
溝が塞がることがなく、前記連結アームのアーム部の側方の迂回部を迂回させてコード類
を配線することができ、上脚カバーと下脚カバーで縦溝は勿論、連結アームの基端部も隠
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蔽することができる。
【００１５】
　請求項４によれば、前記縦溝は前記中間支脚の上下全長に渡って形成するとともに、前
記中間支脚の上下端部を除く背面側で前記縦溝の両側に凹部を形成し、該凹部に前記上脚
カバーと下脚カバーを嵌合して前記中間支脚の外面と滑らかに連続させてなるので、上脚
カバーと下脚カバーを中間支脚に取付けた状態では該中間支脚が意匠的にすっきりとした
ものになり、縦溝の上下端部が露出するので、この部分からコード類を引き込んだり、引
き出したりすることができる。
【００１６】
　請求項５によれば、前記上脚カバーの下端と前記下脚カバーの上端に前記連結アームの
アーム部を受け入れる切欠部を形成し、前記上脚カバーの下縁表面側に沿って凹段部を形
成するとともに、前記下脚カバーの上縁に沿って前記凹段部に嵌合する薄肉部を形成し、
そして前記上脚カバーの上端部裏面に突設した上向き係止爪を前記縦溝内に設けた上係止
部に係止する一方、前記下脚カバーの下端部裏面に突設した下向き係止爪を前記縦溝内に
設けた下係止部に係止するとともに、前記上脚カバーの凹段部の上に下脚カバーの薄肉部
が嵌合した状態で、前記下脚カバーの上端部裏面に突設した弾性係合爪を前記アーム部の
基部に設けた係合部に弾性係合して保持してなるので、上脚カバーと下脚カバーを中間支
脚に取付ける作業が簡単であるにも係わらず、確実に保持することができ、それにより縦
溝に配線したコード類を確実に保持することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明に係るテーブルの上方から見た斜視図である。
【図２】同じく本発明に係るテーブルの下方から見た斜視図である。
【図３】支脚の全体斜視図である。
【図４】（ａ）は支脚の平面図、（ｂ）は支脚の側面図である。
【図５】支脚から上脚カバーと下脚カバーを外し、ビーム杆を外した状態の斜視図である
。
【図６】上脚カバーと下脚カバーを外した支脚の斜視図である。
【図７】同じく上脚カバーと下脚カバーを外した支脚の背面図である。
【図８】（ａ）は上脚カバーの縦断面図、（ｂ）は上脚カバーの平面図である。
【図９】（ａ）は下脚カバーを中心線で破断した斜視図、（ｂ）は下脚カバーの平面図で
ある。
【図１０】支脚に上脚カバーと下脚カバーを取付ける手順を示し、（ａ）は中間支脚の上
係止部に上脚カバーの上向き係止爪を係止した状態の側面図、（ｂ）は中間支脚の下係止
部に下脚カバーの下向き係止爪を係止した状態の側面図、（ｃ）下脚カバーの上端の薄肉
部を上脚カバーの凹段部に嵌合し且つ弾性係合爪をアーム部の係合部に弾性係合した状態
の側面図である。
【図１１】支脚にビーム杆を連結した状態の斜視図である。
【図１２】支脚とビーム杆の連結部の構造を示し、（ａ）は支脚にビーム杆を連結する前
の状態を示す部分分解斜視図、（ｂ）はビーム杆の先端部の拡大正面図である。
【図１３】支脚にビーム杆を連結した状態の断面図である。
【図１４】中間部に設ける支脚に二方向からビーム杆を連結した状態の部分斜視図である
。
【図１５】コーナー部に設ける支脚にビーム杆を連結した状態の部分斜視図である。
【図１６】中間部に設ける支脚に三方向からビーム杆を連結した状態の部分斜視図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　次に、添付図面に示した実施形態に基づき、本発明を更に詳細に説明する。図１及び図
２は本発明に係るテーブルを示し、図３～図１０は支脚の構造を示し、図１１～図１６は
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支脚にビーム杆を連結する構造を示し、図中符号１は支脚、２は連結体、３は天板、４は
中間支脚、５は下支脚、６は上支脚をそれぞれ示している。
【００１９】
　本発明に係るテーブルは、複数の支脚１，…同士を連結体２で連結して天板３を支持す
る構造であり、前記支脚１は、上部が外側へ傾斜した中間支脚４と、該中間支脚４の上下
端部からそれぞれ同じ側に延設し、下向き傾斜した下支脚５と上向き傾斜した上支脚６と
を有し、前記下支脚５の先端部に床面に接地する接地部７を設けるとともに、前記上支脚
６の先端部に前記天板３を連結する支持部８を設けてなるものである。そして、本発明に
係るテーブルは、各支脚１の下支脚５と上支脚６を外向きに配向して配置し、該上支脚６
に有する支持部８に天板３の下面を載置して取付けた構造である。
【００２０】
　本実施形態のテーブルは、２枚の天板３，３を６本の支脚１，…で支持する構成であり
、両端部の支脚１は天板３の長辺に対して約４５度の角度を有し、天板３，３の連結部に
設ける中間部の支脚１は天板３の長辺に対して９０度の角度を有している。６本の支脚１
，…を連結体２によって連結してその姿勢を保つようにしている。そして、前記支脚１の
中間支脚４には床面から引き出したコード類を配線できる機能を備えている。
【００２１】
　ここで、図２に示すように、複数の支脚１，…同士は複数の部材で構成される連結体２
で連結する。前記連結体２は、各支脚１の中間支柱４の背面側に取付けた連結アーム９と
それらを連結する連結杆１０及び前記上支脚６，６の先端部同士を連結するビーム杆１１
で構成している。そして、両端部の４本の支脚１，…は、前記支持部８を天板３の下面に
直接ネジ止めし、その他の部分では前記ビーム杆１１を天板３の下面にネジ止めする。前
記連結体２は、各支脚１，…同士を連結して剛性の高い脚構造とするとともに、前記ビー
ム杆１１で前記天板３の下面を載支して該天板３の撓みを防止する働きをする。
【００２２】
　更に詳しくは、前記支脚１は、図３～図７に示すように、アルミニウム、マグネシウム
若しくは亜鉛等の好ましくは軽合金のダイカストによって作製されている。前記支脚１の
中間支脚４、下支脚５及び上支脚６は別々に作製して連結一体化しても良いが、全て一体
的にダイカストで作製することが、部品点数が少なく、また工数が少なくなるので好まし
い。本実施形態では、前記支脚１は、アルミダイカストで一体形成している。
【００２３】
　前記中間支脚４の背面の上下中間部には、前記連結体２を構成する連結アーム９がネジ
止めされ、隣接する支脚１，１の各連結アーム９，９同士は同じく前記連結体２を構成す
る端部がＴ字形状をなす連結杆１０にネジ止め連結される。前記連結杆１０は、長尺の主
パイプ１０Ａの端部には短い副パイプ１０Ｂを平面視Ｔ字状になるように溶接し、中間部
には短い副パイプ１０Ｂを平面視十文字状になるように溶接し、副パイプ１０Ｂの両端に
前記連結アーム９をネジ止め連結できるようになっている。前記連結杆１０の主パイプ１
０Ａと副パイプ１０Ｂの長さを変えることにより、各種寸法のテーブルに対応できるよう
になっている。主パイプ１０Ａの長さはテーブルの長尺方向の長さに対応し、副パイプ１
０Ｂの長さはテーブルの奥行幅に対応して決定される。予め、複数種類の連結杆１０を用
意しておけば、形状の異なる天板３と組み合わせて、複数種のテーブルを構成できる。
【００２４】
　具体的には、図４に示すように、前記中間支脚４の鉛直線Ｖに対する角度αを５～１５
度とし、前記下支脚５の水平線Ｈ１に対する角度βを５～１５度とし、前記上支脚６の水
平線Ｈ２に対する角度γを５～１５度に設定することが好ましい。ここで、水平線Ｈ１は
床面に対応し、水平線Ｈ２は天板３に対応する。また、前記中間支脚４と下支脚５のなす
角度δを８５～９５度に設定することが好ましい。そして、前記中間支脚４の下端部若し
くは前記下支脚５の後端部と床面Ｈ１との距離ｈを７０～１００ｍｍに設定することが好
ましい。本実施形態では、α＝１０度、β＝１０度、γ＝１０度、δ＝９０度であり、ｈ
＝８３ｍｍとしている。
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【００２５】
　先ず、前記中間支脚４の鉛直線Ｖに対する角度αは、人間工学的に椅子に自然に着座し
た人の膝とつま先を結ぶ直線の傾きに対応している。前記中間支脚４を上部が外側へ傾斜
するように設定することにより、人間工学的に天板３下の足入れ空間を広く、また心理的
にも広く見せることができる。前記中間支脚４が傾斜していることにより、前記連結アー
ム９を取付けて、前後の支脚１，１同士を連結杆１０の副パイプ１０Ｂを介して連結した
際にも、前後の中間支脚４，４間に適度の空間が生じ、意匠的にも詰まった感じがなくな
り、斬新なデザインの脚装置となる。
【００２６】
　また、前記下支脚５の水平線Ｈ１に対する角度βを最適に設定し、前記中間支脚４の下
端部若しくは前記下支脚５の後端部と床面Ｈ１との距離ｈが適度な値になるようにしてい
る。図２に示すように、前記支脚１の下支脚５と上支脚６を、長方形の前記天板３の側縁
に対して約４５度の角度に外向きに配置している。そして、前記天板３の長辺側又は短辺
側に着座した際に、両足のつま先は若干開く方向に向くのが自然であり、つま先は足入れ
空間の奥部で前記支脚１の下支脚５と交差するようになるが、前記距離ｈが適度な値をと
るとき、つま先は前記下支脚５の後部下方に侵入するので干渉しない。
【００２７】
　更に詳しくは、前記支脚１は、図３～図７に示すように、前記中間支脚４の背面側に沿
ってコード類を配線する縦溝１２を形成し、該縦溝１２の上下中間部に前記連結体２を構
成する連結アーム９の基端９Ａを、該縦溝１２を遮断することなく埋没状態で連結すると
ともに、該連結アーム９を境に上下部に前記縦溝１２を覆うように合成樹脂製の上脚カバ
ー１３と下脚カバー１４を着脱可能に取付けた構造である。尚、前記連結アーム９の基端
９Ａを縦溝１２内で連結しない場合には、前記上脚カバー１３と下脚カバー１４は一体構
造のカバーで良い。
【００２８】
　具体的には、図５～図７に示すように、前記縦溝１２の上下中間部に横幅の広い取付溝
部１５を形成し、該取付溝部１５の内部に前記連結アーム９の基端部９Ａを取付けて該連
結アーム９のアーム部９Ｂを前記中間支脚４の背面の中心部に位置させ、該アーム部９Ｂ
の側方に縦溝１２の迂回部１６を形成している。そして、図３～図７に示すように、前記
縦溝１２は、前記中間支脚４の上下全長に渡って形成するとともに、前記中間支脚４の上
下端部を除く背面側で前記縦溝１２の両側に凹部１７を形成し、該凹部１７に前記上脚カ
バー１３と下脚カバー１４を嵌合して前記中間支脚４の外面と滑らかに連続させている。
本実施形態では、前記中間支脚４に前記上脚カバー１３と下脚カバー１４を取付けた状態
で円柱状の外形となるようにしている。
【００２９】
　そして、図５～図９に示すように、前記上脚カバー１３の下端と前記下脚カバー１４の
上端に前記連結アーム９のアーム部９Ｂを受け入れる切欠部１８，１９を形成し、前記上
脚カバー１３の下縁表面側に沿って凹段部２０を形成するとともに、前記下脚カバー１４
の上縁に沿って前記凹段部２０に嵌合する薄肉部２１を形成し、そして前記上脚カバー１
３の上端部裏面に平行に突設した上向き係止爪２２，２２を前記縦溝１２内の両側壁に設
けた上係止部２３，２３に係止する一方（図１０（ａ）参照）、前記下脚カバー１４の下
端部裏面に平行に突設した下向き係止爪２４，２４を前記縦溝１２内に設けた下係止部２
５に係止するとともに（図１０（ｂ）参照）、前記上脚カバー１３の凹段部２０の上に下
脚カバー１４の薄肉部２１が嵌合した状態で、前記下脚カバー１４の上端部裏面に突設し
た弾性係合爪２６を前記アーム部９Ｂの基部に設けた係合部２７に弾性係合して保持する
ようになっている（図１０（ｃ）参照）。
【００３０】
　更に詳しくは、前記中間支脚４の凹部１７は、前記上脚カバー１３に対応する部分は、
半円筒状の上脚カバー１３の裏面が接合するように曲面となっており、また下脚カバー１
４に対応する部分は、前記縦溝１２の縁部に沿って半円筒状の下脚カバー１４の裏面が接
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合するように曲面、その外側には深い凹陥部２８，２８を形成し、前記下脚カバー１４の
裏面に長手方向と直交する方向に形成した両リブ２９，２９を前記凹陥部２８，２８の側
壁を挟み込むように嵌合する。前記上脚カバー１３の上向き係止爪２２，２２は、その間
に空間を有し、前記縦溝１２内の上係止部２３，２３に係止した状態でもコード類をその
空間に通すことができる。同様に、前記下脚カバー１４の下向き係止爪２４，２４は、そ
の間に空間を有し、前記縦溝１２内の下係止部２５に係止した状態でもコード類をその空
間に通すことができる。前記下脚カバー１４の切欠部１９の下方に設けた断面略Ｕ字状の
弾性係合爪２６は、弾性片の上面に三角形状の爪を形成したものであり、前記前記アーム
部９Ｂの基部の下面側に設けた突起からなる係合部２７に弾性係合するようにしている。
【００３１】
　そして、前記下脚カバー１４を外す場合には、前記弾性係合爪２６の弾性片の先端部に
延設し、切欠部１９から表側へ出現したつまみ片３０を持って前記係合部２７に対する係
合を解除する。前記下脚カバー１４を外せば、前記上脚カバー１３の下端は、下脚カバー
１４の上端で押えていただけであるので、該上脚カバー１３も容易に外すことができる。
【００３２】
　前記上脚カバー１３と下脚カバー１４を中間支脚４から外し、前記縦溝１２を露出させ
た状態で、特定の支脚１の近傍でアクセスフロアーの引出口から電源コードや信号コード
等のコード類を引き出し、それを中間支脚４の下端から前記縦溝１２内を通して上端から
引き出すが、前記連結アーム９のアーム部９Ｂの位置では、その側方の迂回部１６を通し
て配線する。それから、前述のように前記上脚カバー１３と下脚カバー１４を中間支脚４
に取付ける。ここで、前記下支脚５の後部が床面から浮いているので、床面の適所から引
き出したコード類の引き回しが容易になる。例えば、５０ｃｍ四方のタイルカーペットを
床面に敷いている場合には、コード類の引き出し位置はタイルカーペットの角部及び縁部
にすることが多いが、この位置がテーブルの設置状態によっては、下支脚５の下方に隠れ
たり、下支脚５を横切ってコード類を引き回す必要があり、そのような場合にも対応でき
る。また、天板３の下面まで配線したコード類は、天板３の下面にあるビーム杆１１等の
連結体２にフックを装着する等して天板下で引き回し、所定の位置から天板３の縁部を迂
回して天板３の上面に配線する。あるいは、前記天板３に図示しないダクト開口を設け、
該ダクト開口から上面に引き出すことも可能である。
【００３３】
　次に、前記支脚１を連結体２と連結する構造を更に詳しく説明する。前記天板３の両側
四隅に位置する支脚１，…は、天板３の長辺に対して約４５度の角度に取付け、中間に位
置する支脚１，１は長辺に対して９０度の角度に取付ける。その際に、端部と中間では前
記連結アーム９のアーム部９Ｂの角度が異なるものを用いる。また、端部でも前後の支脚
１，１に取付ける連結アーム９，９は鏡像関係にあるので、それぞれ形状が異なるものを
用いる。そして、前記支脚１の上支脚６の先端部に連結するビーム杆１１の連結角度は、
支脚１の位置に応じて変更できるようになっている。本実施形態では、前記支脚１は全て
同一の形状であり、そのため前記ビーム杆１１を所定角度に連結するために前記上支脚６
の先端部に設けた多方向連結手段Ａを構成する連結部３１は中心線に対して左右対称とな
っている。
【００３４】
　前記多方向連結手段Ａは、図５、図１１～図１４に示すように、前記上支脚６の先端部
に設けた連結部３１と、前記ビーム杆１１の先端部に設けたブラケット３２とから構成さ
れている。前記連結部３１は、前記上支脚６の支持部８の基端側に連続的に形成し、中心
部の係止筒部３３と、該係止筒部３３の内面に設けた位置決め用の係合凹部３４と、前記
係止筒部３３の周囲に設けた取付孔３５及び位置決め用に凹溝３６を対として、係止筒部
３３の中心に対して放射状に複数対設けている。つまり、前記係合凹部３４、取付孔３５
及び凹溝３６の対を、中心線に対して対称に０度、４５度、９０度の５箇所に設けている
。
【００３５】
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　前記係合凹部３４は、前記係止筒部３３の内周面に歯車形状に周期的に形成している。
また、前記係止筒部３３の基部の外周には、前記ブラケット３２を取付ける取付面３７が
形成され、該取付面３７には前記取付孔３５を穿設するとともに、該取付孔３５と係止筒
部３３の基部までの間に前記凹溝３６を形成している。ここで、前記取付孔３５は、ネジ
３８を螺合するための下穴となり、タップを切っておく。そして、前記凹溝３６は、断面
がＶ字形に形成したものである。一方、前記ビーム杆１１の先端部に設けたブラケット３
２は、先端に前記係止筒部３３の内部に係止する係止片３９と、該係止片３９の内側に前
記係合凹部３４に係合する係合凸部４０を形成し、本体部には前記取付孔３５と対応する
位置に通孔４１を形成するとともに、下面に前記凹溝３６に係合する三角ダボ４２を突設
している。前記通孔４１の上部は前記ネジ３８の頭部を受け入れる座グリ部４３を形成し
ている。また、前記ブラケット３２の先端は、両側部を４５度にカットして面取り部４４
を形成し、平面視略直角三角形の形状とし、前記係止筒部３３に同時に複数のブラケット
３２の係止片３９を係止できるようになっている。
【００３６】
　そして、前記ビーム杆１１を支脚１の中心線に対して４５度の角度、又は９０度の角度
で、前記ブラケット３２の先端の係止片３９を前記上支脚６の係止筒部３３に係止し、前
記係合凸部４０を係止筒部３３の内面の係合凹部３４に係合するとともに、ブラケット３
２の下面の三角ダボ４２を取付面３７の凹溝３６に係合して位置決めする。その状態で、
前記通孔４１と取付孔３５の位置が一致するので、通孔４１に上方から挿入したネジ３８
を取付孔３５に螺合して連結する。ここで、前記取付面３７は、前記支持部８の上面に対
して前記ビーム杆１１の上下寸法分だけ段落ちした位置に形成され、該ビーム杆１１のブ
ラケット３２を前述のように取付面３７に対してネジ止めして連結した状態で、前記支持
部８の上面とビーム杆１１の上面が面一になって、同時に天板３の下面に接合できる状態
になる。前記ビーム杆１１のブラケット３２の係合凸部４０及び三角ダボ４２を係合する
支脚１の上支脚６の係合凹部３４及び凹溝３６の対を選択して係合することによって、前
記ビーム杆１１と支脚１の中心線の間の角度は決定され、ネジ３８を通孔４１から通して
取付孔３５に螺合することにより、前記連結アーム９と連結杆１０との連結と合せて前記
支脚１，…の組み立て途中の姿勢を正確に保持することができる。
【００３７】
　前記天板３の４隅に位置する支脚１は、該天板３の長辺に対して中心線が４５度の角度
になっているので、図１１に示すように、前記天板３の長辺に平行に設ける前記ビーム杆
１１とは４５度の角度で連結する。一方、中間に位置する支脚１は、該天板３の長辺に対
して中心線が９０度の角度になっているので、図１４に示すように、前記天板３の長辺に
平行に設ける前記ビーム杆１１とは９０度の角度で連結し、該支脚１を介して両側のビー
ム杆１１，１１は直線状に連結される。
【００３８】
　前記天板３の端部の前後に位置する支脚１，１の間隔が広い場合、つまり天板３の奥行
幅が広い場合には、前後の支脚１，１の上支脚６，６同士を前記ビーム杆１１で連結する
こともあり、その場合には、図１５に示すように、支脚１を介して２本のビーム杆１１，
１１が直角になるように連結する。また、そのような場合には、中間に位置する前後の支
脚１，１の上支脚６，６同士も前記ビーム杆１１で連結することもあり、その場合には、
図１６に示すように、０度の位置にある、つまり中心線上にある係合凹部３４、取付孔３
５及び凹溝３６を利用して連結する。
【００３９】
　前記ビーム杆１１は、図１３に示すように、角パイプで形成し、端部に前記ブラケット
３２の嵌合部４５を嵌合し、上方からネジ４６で両者を連結している。そして、前記天板
３の下面を各支脚１，…の上支脚６の支持部８に載置するとともに、各ビーム杆１１，…
に載置してネジ止めする。前記支持部８には中央部に上下に貫通した貫通孔４７を形成す
るとともに、上面には突起４８，４８を突設している。前記天板３の裏面には、前記突起
４８，４８を係合する孔とネジ４６の頭部を受け入れる孔を形成してあり、四隅の支脚１
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，…は、前記支持部８に設けた貫通孔４７に下方から通したネジで天板３の下面に螺合し
、またビーム杆１１の適所を天板３に下方からネジ止めする。図１２及び図１３に示すよ
うに、前記ブラケット３２の嵌合部４５と前記ビーム杆１１を上下に貫通するように貫通
孔４９を形成し、下方から貫通孔４９に通したネジを天板３の下面に螺合する。
【符号の説明】
【００４０】
１　支脚、　　　　　　２　連結体、
３　天板、　　　　　　４　中間支脚、
５　下支脚、　　　　　６　上支脚、
７　接地部、　　　　　８　支持部、
９　連結アーム、　　　９Ａ　基端部、
９Ｂ　アーム部、　　　１０　連結杆、
１０Ａ　主パイプ、　　１０Ｂ　副パイプ、
１１　ビーム杆、　　　１２　縦溝、
１３　上脚カバー、　　１４　下脚カバー、
１５　取付溝部、　　　１６　迂回部、
１７　凹部、　　　　　１８　切欠部、
１９　切欠部、　　　　２０　凹段部、
２１　薄肉部、　　　　２２　上向き係止爪、
２３　上係止部、　　　２４　下向き係止爪、
２５　下係止部、　　　２６　弾性係合爪、
２７　係合部、　　　　２８　凹陥部、
２９　リブ、　　　　　３０　つまみ片、
３１　連結部、　　　　３２　ブラケット、
３３　係止筒部、　　　３４　係合凹部、
３５　取付孔、　　　　３６　凹溝、
３７　取付面、　　　　３８　ネジ、
３９　係止片、　　　　４０　係合凸部、
４１　通孔、　　　　　４２　三角ダボ、
４３　座グリ部、　　　４４　面取り部、
４５　嵌合部、　　　　４６　ネジ、
４７　貫通孔、　　　　４８　突起、
４９　貫通孔、
Ｖ　鉛直線、
Ｈ１　水平線（床面）、
Ｈ２　水平線（天板）、
α　鉛直線Ｖと中間支脚のなす角度、
β　水平線Ｈ１と下支脚のなす角度、
γ　水平線Ｈ２と上支脚のなす角度、
δ　中間支脚と下支脚のなす角度、
ｈ　水平線（床面）Ｈ１と中間支脚の下端との距離。
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【図１５】 【図１６】



(15) JP 2014-97198 A 2014.5.29

フロントページの続き

Ｆターム(参考) 3J024 AA43  BB04  CA17 
　　　　 　　  5G363 AA15  BA01  DA13  DB31 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

